
臨床研究 「原発性免疫不全症候群患者の管理における感染予防の実践と副反応の実態に関する全国調

査」 への調査協力について  

 浜松医科大学附属病院小児科では、標題の臨床研究に協力を実施しております。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

1 研究の目的  

原発性免疫不全症候群(PID)の患者様においては、感染症の発生は生活の質や生命予後を左右するため、

医学的な管理においては感染予防が最も大切になります。一方で、感染予防 に用いられる薬剤には副作

用もあり、特にワクチンは PID の種類によっては重大な副作用 が起こることがあります。PID には 300 

以上の病気が含まれており、個別の患者様に適切な 対応を行うためには、医療関係者に対する知識の普

及が必要です。インターネット上の公開 データベース(PIDJ)や診療の手引きの発刊などの取り組みがな

され、予防接種の予診表にも PID が疑われる場合は接種を見合わせるための質問項目があります。しか

しこれらの取 り組みの結果、実際に国内の医療機関では PID の患者様に対して、適切な感染予防が実践

で きているのか、調査されたことはありません。全国の PID 患者様のかかりつけとなっている 医療機

関における、それぞれの患者様に対する感染予防の実態を明らかにすることが本研究の目的となります。  

2 研究対象者：浜松医科大学附属病院小児科で診療された記録のある原発性免疫不全症の全ての患者様  

3 研究期間:倫理審査委員会承認後〜2022 年 12 月 31 日まで  

4 研究の方法 原発性免疫不全症候群患者の診療数について、各患者に対する感染予防の実態、および予

防接種による副反応について全国から抽出された約 2500 の医療施設に書面を用いた調査を行われます。

当院当科でかかりつけの患者様につき、上記の内容を記載の上、 返送を行います。調査内容は筑波大学

附属病院へ郵送され、同施設で集計、解析されます。  

5 試料・情報の項目 

PID 患者様の背景、感染予防情報(予防接種ほかの実施状況)および予防接種で生じた症状の詳細  

6 試料・情報の管理について責任を有する者、問い合わせ先  

情報提供元 小児科 安岡竜平  

情報提供先の研究責任者:筑波大学医学医療系小児科 教授 高田英俊  

情報提供先の連絡先:  

   筑波大学附属病院:〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 小児科 担当 城戸崇裕 

電話:029-853-5635(平日 9~17 時) 

FAX :029-853-8819  

メール:pediatr@md.tsukuba.ac.jp  


